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	 	 	 	 	 	 	 出所：三角形、2017、「白地図専門店」ホームページ(http://www.freemap.jp/)より作成。 
 5 
図	 1-1-2	 カンボジアの地図 
	 	 	 	 出所：三角形、2017、「白地図専門店」ホームページ(http://www.freemap.jp/)より作成。 
 














                                                   
3 三井住友海上火災保険株式会社（2014）。 




























































                                                   
8 World Bank Group, World Bank Open Data (2017). 




























































                                                   
12 National Institute of Statistics, Ministry of Planning(2015). 
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出所：World Bank Group、World Development  Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
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	 	 出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
 
図1-2-5	 貿易額の対GDP比の推移(2011年〜2015年) 
	 	 	 	 出所：Ministry of Economy and Finance, Cambodia Macroeconomic monitor Mid-Year  




































































                                                   
20 World Bank Group(2017). 
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  出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tables(2017)より作成。 
 
表1-2-5  ASEAN加盟国の識字率の比較(2015年) 
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      出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
 
	 表 1-2-7 にASEAN 加盟国の主な保健指標をまとめた。乳児死亡率は 1990 年時点ではカンボジア
はラオスに次いで多く85人/千人であったが、2015年には25人/千人にまで減少しており、他国と比






























































       出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
       注：乳児死亡率と5歳未満児死亡率は（人/千人当たり）、妊産婦死亡率は（人/出産数10万当たり）の数値 
















                                                   
24 World Bank Group(2017). 
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26	Cooperation Committee for Cambodia (2016). 











































































































































































     出所：World Bank Group、National Accounts Data and OECD National Accounts Data (2016)より作成。 
	 	 	  注：表中の貧困率は国内貧困ラインをもとに算出されたものであり、カンボジア政府による国内貧困ラインは 
       カンボジア0.93ドル、都市部1.05ドル、農村部0.84ドルである（ADB、2014）。 
 
 
                                                   
































         出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
         注：各国のデータの存在するもので、最も新しいものをそれぞれ参照している。 
         ブルネイ、シンガポール、ミャンマーは該当するデータがないため省略している。 
	 	 	 	  注：表中の貧困率は各国の国内貧困ラインをもとに算出されたものであり、カンボジア政府による国内 
	 	 	 	  貧困ラインはカンボジア0.93ドル、都市部1.05ドル、農村部0.84ドルである（ADB、2014）。  
         注：貧困ギャップは貧困層の所得、消費が貧困線から不足している比率を示し、貧困の深刻さを見る 







  出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
  注：ブルネイ、シンガポール、ミャンマーは該当するデータがないため省略している。 
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	 表1-4-3はASEAN加盟国のジニ係数及び階層別所得または消費の割合を比較したものである。カ










  出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
  注：ブルネイ、シンガポール、ミャンマーは該当するデータがないため省略している。 
 










                                                   
31 Human Development Index、人間開発指数は、保健、教育、所得という人間開発の3つの側面に関して、ある国における平均達成度
を測るための簡便な指標である。(国連開発計画、2011) 
32 Multidimensional Poverty Index、多次元貧困指数とは、社会で最も恵まれない人々がさまざまな種類の貧困に苦しめられている実態
を浮き彫りにするために導入された新しい指標である。MPIは、人が同時にいくつの種類の貧困に直面しているかを明らかにすることに
より、多次元貧困の発生率とその強度の両方を映し出す。(国連開発計画、2011) 
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      出所：World Bank Group、World Development Indicators 2017 Online Tablesより作成。 
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           出所：Asian Development Bank, Cambodia Poverty Analysis(2014)、 
           National Institute of Statics of Cambodia(2008)より作成。 
	 	 	 	 	  注：表中の貧困率は国内貧困ラインをもとに算出されたものであり、カンボジア政府による国内 
	 	 	 	 	  貧困ラインはカンボジア0.93ドル、都市部1.05ドル、農村部0.84ドルである（ADB、2014）。  
 






       出所：World Food Programme,2015,Cambodia Food Price and Bulletin及びWorld Food    
       Programme,2014,Cambodia Food Price and Bulletinより作成。 
       注1：100リエル＝2.76円（2017/06/28） 
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      出所：Oxford Poverty and Human Development Initiative, MPI Country Briefより作成。 
      注：表中のｋは多次元貧困指数における剥奪強度を示している。この指標においては少なくとも33.3％以上 
	 	 	 であることを深刻な貧困状態にあるという。この表では、その値を基準としそれ以下に該当する人口の割合から 
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て、途上国全体の GNP 成長率を 5%以上とするという経済指標による目標が掲げられた。本目標に
ついては、成長率6%を達成し、引き続き第2次目標（1970年代）では成長6%、第3次（1980年代）
では 7%という目標を掲げていたことからも、当時の開発問題は経済開発を念頭に置いた問題意識が
強調されていたことが明らかであった。しかし、第 4 次（1990 年代）以降の開発目標は、持続可能
な開発や人間中心の開発を重視する貧困緩和や地球環境保全といった、従前の目標とは明らかに異な
った意識が強調されてきた。 






























は不足であるとの批判も生じている。そのため UNDP は 2010 年から MPI を用いるようになった。
人間開発指標が取り扱う項目についても拡大され、格差問題、ジェンダー問題、資源の分配問題、環
境問題、人間の安全保障問題、雇用問題など幅広い項目が網羅されている35。 






























































                                                   
38 Population International Service(PSI)は1970に設立された保健衛生を中心とした支援を商業的なマーケティング戦略をもって行なう
アメリカのNPOである。現在活動地域は50カ国を超えている。 
















出所：C.K.Prahalad and Stuart Hart, 2002 "The Fortune at the Bottom of the Pyramid",  strategy+business, Issue 
26, 2002 Reprinted with permission from strategy+business, the award-winning management quarterly 
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	 BS 主宰であったゴードン・ロディックは 1991 年、ホームレスの社会復帰を目指した情報誌の発
行・販売を行うビッグイシュ (ーBig Issue:以下BI)を設立した。設立の際にはBSが初期費用として3
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図2-2-1 フィリピン、ビコール地域の地図 
      出所：旅のもとZen Tech、2017、フィリピン白地図。 
      http://www2m.biglobe.ne.jp/ZenTech/world/map/philippine/Philippines_Outline_Map.htm 


































                                                   
52 カブレド（2009）による。現在、同名の機関は確認できない。 
53 ピートとはココナッツの皮を粉砕する過程で、ココナッツ繊維と分離され粉末状の繊維であり、園芸資材に用いられることが多い。（国  























が担った。但し、より糸機は自己負担とされた55。生産は、午前 5 時から夕方 5 時の間に行われてい
るが、女性のより糸やネットへの加工は自宅で行われているため、時間は決められていない。 










                                                   
55 より糸機は1台30ドルから40ドルで購入できた。 







                  出所：Ganchero and Manapol(2007) より引用。 














































































































































































	 	 ベトナムでは政府の政策のため、一つの村で共通して同じ工芸品を作るという特色が強い。その 
	 	 ため、従来から組織化に向けた基盤がある程度できていたことがよりプーニアコミューンでの組 
	 	 合の形成や企業の参加を円滑にしたと考えられる。 
(3)  GCのように村内にRH産業にイノベーションをもたらす起業家が存在したこと。 
	 	 GC設立者であるホアン•イエン•ビンはプービン村の出身で、その家族もまた伝統工芸品の生産	  





	 者であった為、村と手工芸品産業の事情に精通していた。そして、英国の大学で ITを専攻し、村	  
	 の手工芸品の販売ルートの拡大にインターネットを活用できないかと考えていた。
	 	 GC設立当時(2006年)におけるベトナムのインターネット普及率は約17.3%65であり、本来農村 





	 組合の形成や解散、政府による工芸村の選定、投資、企業の参加を経て現在の状況に至っている。	  
	 長期の計画や支援によって、プーニアコミューンにおける現状が形成されたと言える。 
(5)産業を観光化したことによる、地域収入の増加と投資拡大。 
  RHの売り上げのみならず、観光収入も得ることができた。また、観光化のためのインフラ投資に    
  よって整備された道路や展示場を有効に活用でき、生産者だけでなく村全体でその利益を享受する  
  ことに繋がった。 
(6)プーニアコミューン内においてもともと生産者が多かったこと。 
  25もの企業が輸出事業を行う需要に対応することができた。そして、多くの生産者の所得や生活の   
  改善が見込めるため、投資の対象にもなり得る。 
(7)顧客のデザインの注文に柔軟に応え、輸出用のデザインを発展させたこと。 
  世帯単位の生産では市場知識は得られず、輸出用のニーズに合うものは作られなかった。オーダ  ー  
  を受けることで、伝統的なデザインの商品を作るのではなく、輸出先の顧客のニーズにあったデザ   
  インに変化した。 
(8)熟練職人の講習によって、未熟練職人の所得の底上げに成功したこと。 
  RHはほとんどがベト族によって生産されており、少数民族はその生産技術を持っていなかった。   
  また、世帯単位で生産では、技術を持っていた生産者もその技術を家族以外の未熟練職人へ教える 
  ことはなく、技術の普及や向上にならない。組織化によって、家族以外への技術の普及が進み、全  









                                                   




(Chantiers-Ecoles de Formation Professionnnelle:以下CEFP)の受け入れ先として、2001年に設立
された。CEFPは、農村に生産所を作り、近隣に住む18歳から25歳までの見習いの職人たちを、意
欲やスキルのテストを通して採用し、2 ヶ月から 6 ヶ月の訓練を受けさせている。訓練は完全に無料
であり、訓練の間は生活費手当てや、衣服・道具も提供される。訓練が終了すれば、彼らは ADA の
一員となり、商品の製作を依頼される。2011 年 8 月時点で、800 人の職人を含め全体で 1,160 人の
雇用を創出し、その雇用者数はシェムリアップ州で最大である。図3-4-1、図3-4-2はADAの独立ま
でとその後の資金調達をあらわしたものである。ADA の設立は 1992 年に設立された CEFP の卒業
生の受け入れ先として、国立カンボジア研究所、フランス外務省、ヨーロッパ連合(European Union：







        出所：筆者作成。 

























       出所：筆者作成。 
       注：事業収益はADAへの再投資とCEFPの運営資金として拠出される。 
 
	 ADAはカンボジアの労働法を厳守し、賃金においては通常の工房職人の2倍ほどを支払っている。
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	 まず 4-1 では、カンボジアのラタン関連産業の現状を先行研究と貿易データ、仲介人へのインタビ
ューをもとにまとめる。4-2は手工芸品産業とシェムリアップ州のRH産業に関する先行研究である。































































































                                                   
69長澤(2014)は、インドネシア、ジョグジャカルタ市における小規模なフェアトレード組織が手工芸品生産者に対して果たす役割を明らか
にした。 






































                                                   































                                                   
73 カンボジアでは米ドルとリエルの双方を日常的に使用している。その際用いられるレートは全国的に1米ドル=4,000リエルで、これは
通貨レートが変わろうとも固定されている。 
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                   出所：Googleマップより筆者加筆作成。 
 
表4-3-2にカーサン村の基礎データをまとめた。総世帯数は120世帯、総人口は555人で、男性が
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表4-3-4 RH生産以外の所得源 (複数回答可) 
                              出所：筆者調査データより作成。 
 
表4-3-5一人当たりの所得 






























 7  %%



















                       出所：筆者調査データより作成。 
 
表4-3-7	 貯蓄及びローンの有無 
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表4-3-12	 原材料の調達方法  
































































































所に関しては 53 名が自宅で生産すると回答し、残りの 1 名も近所で生産していると答え、製作所な







	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 出所：筆者調査データより作成。 
 
１世帯当り 1 人が生産している場合が最も多く 31 世帯である。次に多いのが 2 人であり、１世帯
当り1から2名の少数で生産している場合が全体の81.5％である。不明の世帯も1人以上は従事して












































	 	 	 	 	 	 	 	 出所：筆者調査データより作成。	 	  






























	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 出所：筆者調査データより作成。	 	 	 	 	 	 	  
 




であり、作成にかかる時間の平均は 5.3 時間である。つまりは半日以上作成に時間がかかっても約 1
ドルでしか販売できないということである。そして最も価格が低かったものは0.125ドルである。そ
の作成にかかる時間は1 時間で、8 時間生産し、ようやく1 ドル分を作ることができる。最も価格の
低い製品を時給に換算すれば平均、0.19ドル、最小値が0.13ドル、最大値が0.83ドルとなる。最も
高い商品の平均は3.5ドルであり、平均して作成に9.9時間を要する。最も高い製品は25ドルであっ
たが、作成に 60 時間かかるため、一日に 8 時間作成したとしても 1 週間以上かかる。最も価格の高























	 	 	 	  出所：筆者調査データより作成。 
 
	 表 4-3-20 はRH 生産による 1 ヶ月あたりの所得状況を表している。最も少ない額は 6 ドル、最も
多い額は225ドルであり大きな差がある。20ドルから50ドル未満と答えた回答者と100ドル以上と


















者は２名のみで、今までに 1 度も観光客に販売したことがない回答者は 37 名、ほとんど販売したこ
とがないと答えた回答者は13名であった。仲介人と取引をする際、価格交渉を行っているのは35名




































               出所：筆者調査データより作成。 
               注：仲介人との交渉内容は交渉をすると回答した35名を対象に複数回答可にし、 
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                          出所：筆者調査データより作成。 
 
表4-3-23	 生産能力 
                          出所：筆者調査データより作成。 
 
(7)カーサン村の調査から明らかになった現状と問題点 


















































































	 アレアクスヴァイ村はシェムリアップ中心部からアンコールワット方面へ 11km に位置している。



















                出所：Google Mapより筆者加筆作成。 
 
4-4-2	 回答者の基本情報 






                                                   
75北東にオンチャン村、北西にボットム村、南にスラスラン村、南東にクラヴァン村、南西にボエム村に囲まれている。 
 82 
対して調査を行なった。回答者の平均年齢は 50.3 歳、最年少が 30 歳、最高齢が 75 歳であった。回
答者の世帯でRH生産を行っているのが回答者自身のみの場合が8名である。平均年齢が高いためか、
半数が既婚であるが半数は夫と死別し、子どもや孫と生活をしている。回答者の4名は識字能力があ
るが、6 名はない。そのうち、就学経験があるのは 2 名のみであり、いずれも小学校までしか通って
いない。世帯人数の平均は4.5 人であり、最少が2 人、最多が9 人である。9 人の世帯は高齢の女性





           出所：筆者調査データより作成（2016）。 
           注1：回答者S7とNS8は同一世帯である。 
           注2：表中のIDは全て、T＝講師として雇用されていた生産者、S=アダーや企業から支援を 
           受けた生産者、NS=支援を受けなかった生産者を表している。 
 
4-4-3	 支援内容について 
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          出所：筆者調査データより作成（2016）。 
      注：現在は加工作業のみを行っているため、どちらも現在の取引価格は無い。 
 
  高齢であるため正確な年齢を覚えていない生産者もいたが、ほとんどの回答者が 10 代から生産を
開始していた。アダーや企業との取引以前に生産することができていた種類については3名が1種の
みであり、1 名が2 種のみであった。その4 名はいずれも支援や取引によって生産できる種類が増加
したことが明らかになった。また、取引価格についてもその 4 名には上昇が見られた。S3 の回答者
は、トレーニング以前は0.25 ドルのRH しか生産することができなかったが、トレーニング後は30
ドルの商品を生産できるようになっている。その他の生産者に関しても5ドル程の取引価格の上昇が
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っていない。表中 NS8 の 4 種と回答した生産者は、数種類のバスケットを生産しているが取引価格
はすべて 1 ドルであった。これは NS8 の生産者のスキルが低いことが理由であると言うよりも、仲
買人との価格交渉が困難な状態にあるためでもある。仲買人に買い取り料を前借りするために、買い
取り価格が低くても取引に応じなければならない状況にあったと回答している。講師として雇用され


















              出所：筆者調査データより作成（2016）。 
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車は午前 2 時に村を出発し、帰村は午後 8 時頃である。1 回当り 18 時間を要するが、１度に調達で
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表4-4-6	 生産状況 
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(11)アダーの支援に関わっていない生産者には、村内でアダーが活動することによる影響は見られな	 	  
	  かった。 
(12)取引交渉においてはどのような支援もなかったため、現在でもアレクスヴァイ村の生産者たちは 
	   価格交渉の余地のない状況にある。 
(13)生産スキルのトレーニングしか受けていないため、生産者の交渉スキルは低いままである。 
(14)現在ほとんどの生産者は自分で原材料を調達しており、コンポントム州で調達する6名の生産者 
	  は調達に18時間要している。また、一度に持ち帰ることのできる量が限られているため、調達頻 
	  度は高く、大きな負担になっている。 
(15)ほとんどの生産者が原材料の調達から製作までの全行程を自分で行っている為、作業効率が悪い。 
(16)現在も製作所は使用できる状況にあるが、育児や家事、年齢などによる事情からすべての回答者 
	  が自宅で生産を行っている。 
(17)すべての回答者が農業及び家畜による現金所得がなく自家消費のみであり、その他の家族による 
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カンボジアの生産者の数は少ないとは言えない。また、コックドン村の面積 45ha に対して、7 つの
村を擁するプーニアコミューンの面積は約 811ha である。また、アレクスヴァイ村では NGO によ
って行われた新しいデザインを学ぶトレーニング後、生産者には所得の向上がみられており、トレー
ニングによってより高価値の製品を作ることが可能であることを示している。 





















































































































































































































































































































































































円である。通常、生産者が取引をしている製品の価格はバスケットで 2 ドルから 5 ドル程度であり、
商品価値を上げて日本の市場で販売した方がより高価格で取引ができる。FGRの商品毎の取引価格は
業務運営上非公表であるが、生産者と交渉した上で通常の約2倍の価格で買い取りを行っている。ま
た、ブラユース村では RH 生産で一日当たり得られる所得は平均で 1.16 ドルであった。最も低価格
の商品が 0.25 ドル、最も高価格の商品が 20 ドルであるとされている。FGR では本格的に生産を開
始した4月下旬から、8月までに一人当たり300ドル以上を支払っている。 









	 日本における販売はオンラインショップを開設し、2017 年 7 月に販売を開始した。支援ではなく
ビジネスとして生産者と協力関係を結び、共に発展していくことを方針としている。また、宣伝用と
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The 4th Rattan Handicraft Village Survey in Siem Reap, Cambodia 
6th and 7th, February 2016 
Chie MORI 
Survey area :	 Kar Sang Village, Siem Reap, Cambodia 
Number: (    )	 Date(   /  /   )Interviewer(               )	 Interviewee(               ) 
 
I. General information of interviewee 
□1. Sex	  a. Male b. Female 
□2. Age (     ) 
□3. Marital status: a. Single.  b. Married.  c. Widowed   d. Divorced   
□4. Number of family member (    person) 
□5. Number of family member who engaging RH as their job (    person) 
□6. Monthly total income except RH in your family ($        ) 
□7. Level of Education of the interviewee:	  
    a. Illiterate.  b. Read & Write.  c. Primary.	 d. Middle.  e. High.   f. University. 
□8. Do you have children?  a. Yes b. No 
□9. If you answered yes…the number of children under 15 years old. (    person) 
□10. Do they help with producing RH? 	 a. Yes.   b. No 
□11. Number of children over 15 years old (    person) 
□12. Do they help with producing RH?	 a. Yes. b. No 
 
Ⅱ. Income and Expenditure: 
A. Income 
□1. Average monthly income from RH job ($	 	 	  ) 
□2. Is your income from RH stable?  a. Yes. b. No 
□3. Average total family income($	 	 	  ) 
□4. Is your family income stable?	  a. Yes. b. No 
□5. What is your main family income come from? (            )           
□6. How much does he/she earn in a month on average? ($	 	 	  ) 
□7. What is your another job?（	 	 	 	 	 	 	 	 ） 
□8. Is your income from RH stable?  a. Yes. b. No 
 
B. Expenditure: 
□1. How much money do you spend for food for you and your family in a week? ($    ) 
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□2. How much money do you spend for other than food items in a week?($         )  
□3. Do you have savings?  a. Yes. b. No 
□4. If yes, what do you saving for?(                        ) 
□5. Do you have any loans? a. Yes. b. No 
□6. If yes, what do you borrow for?  
     a. Cell phone b. Motorbike c. House d. Education e. Car f. Farming f. Others(     ) 
□7. Who do you borrow from? (        ) 
 
Ⅲ.Living environment 
□1. How old is your house?(      years old) 
□2. What kind of durable goods do you have? 
   a. TV b. refrigerator c. Air Conditioner d. Microwave e. Car f. Motorbike g. Others      
□3. Do you use electricity?  a. Yes. b. No 
□4. Do you have toilet in your house? a. Yes. b. No 
□5. How do you get your drinking water? (          ) 
 
Ⅳ. Experience & Skill 
□1.When did you start to learn how to make RH?  Age (     )    
□2. Why did you start RH business?(                       ) 
□3. When was the first time you earned money with RH? Age(     )  
□4.Number of types of products you can make: (     ) 
□5.Types of RH that you can produce (i)           (ii)           (iii)           (iv) 
□6. Who taught you how to make RH? 
     a. By myself b. By family member (       ) c.By teachers d.By Others(          )   
□7. Minimum & Maximum value of RH products: 
   a. Cheapest price ($     )  a1. How many hours do you spend for this item?(          hours) 
   b. Most expensive price ($     )b1. How many hours do you spend for this item? (          hours)  
□8. If we provide the sample of new rattan design, can you produce? a. Yes.   b. No. 
□9. Is your product mainly designed for? (local people/Tourist) 
□10.Why?(For example: easy to make/ more demand )（	 	 	 	 	 	 	 	 ） 
□11. Do you know how much are your products sold in the Market?  a. Yes.   b. No. 
□12.How much do you sell to middleman on monthly average? ($	 	 	  ) 
□13.How much do you directly sell to Tourists (monthly)?($	 	 	  ) 
□14.How much do you directly sell to local people (monthly)?($	 	 	  ) 
□15. How often do you directly sell RH to tourist? 
	    a. Once a week b. Once a month c. Once a year d. More often e. Less often   
 130 
□16. How do you decide the price of your product?	 (Multiple answers allowed) 
     a. Time of making b. Cost of making c. Quality d. Design e. Others (           ) 
□17.Do you negotiate with middleman when you selling your products? a. Yes.   b. No. 
□18. If your answer is yes, what do you negotiate for?(                      ) 
   
Ⅴ. Working Conditions  
□1. How many hours a day do you work for producing RH on average? (     hours) 
□2. How many hours a day do you work for housework on average? (       hours) 
□3. How many days a week do you work for producing RH on average? (       days) 
□4. Does the working hour is changing everyday? a. Yes.   b. No. 
□5. Do you employed by someone?  a. Yes.   b. No. 
□6.If yes, Do they pay the fee monthly? Or pay for items?(monthly/ each items)  
□7. Where do you making RH products? (at own house/ at workshop/ at others) 
 
Ⅵ. Production decision  
□1.Production decision (select from above: multiple answers allowed) 
a. producing at own pace. 	 b. Amount of production based on order quantity	  c. Amount of production based on price	  d. Amount 
of production based on available raw rattan 	 e. Amount of production based on weather 
f. Amount of production based on other factors  
 
Ⅶ. Raw material, required labor, cost and seasonal variation  
□1.How do you get raw materials? 1.buy 2.cut and carry  3.growing 4.others(     ) 
□2.If you answered 1.buy, Who do you get raw materials from?  
    a. middleman / b. market / c. village head / d. farmer / e. Others(         ) 
□3.How often do you get the raw materials?(  times/month)(   times/year) 
□4.How much do you spend each time for get them?($            /1time) 
□5.How much is the raw rattans? ($           /bundle)        
□6.Required hours for cutting rattan and carrying rattan: (     ) 
□7.Required number of people for cutting and carrying rattan: (     ) 
□8.Estimated distance to rattan bush: (            km) 
□9.Do you have your own rattan bush? a. yes b. no 
□10.Can you get raw rattan near your house? a. yes b. no 
□11.Do you calculate the cost for RH by yourself? a. Yes.   b. No. 
□12.How much do you spend for making RH per month? ($           ) 
□13.Raw rattan reserve 	 a. Plenty b. Just enough c. Not enough d. Going to face rattan shortage soon 
□14.Do you buy raw rattan?	 a. Yes.    b. No. 
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□15.If yes, How much do you spend in your family for get raw rattan? monthly ($    /   ) 
□16.Do you think it’s expensive? a. Yes b. No 
□17.How much did you spend for carrying raw rattan to home? ($      ) 
□18.What for?	 a. borrow car($     ) b. hire people( $         ) c. other($             )  
□19.How much did you pay to rattan bush owner? 1 ($    /    pieces) 2.No need to pay 
 
Ⅷ. Demand potential  
□1. Is the order for RH stable? a. Yes b. No 
□2. How many order do you get per month (highest)? (                ) 
□3. How many order do you get per month (lowest)?  (                 ) 
□4.The highest demand month(           ) 
□5.The lowest demand month(           ) 
 
Ⅸ. Change in rattan handicraft price trend and price differential 
□1. Trend Change in Price (select the answer from bellow, compare to 5 years ago)              
     a. Increasing b. Declining c. Not change too much  
Ⅹ. Supply potential: 
□1.Do you have enough capacity to response market demand? a. Yes    b. No 
    If yes, □a1. Do you have time to produce more?  a. Yes   b. No 
	 	 	 	 	  □a2. Do you have enough raw rattan to produce more?  a. Yes b. No, 
           □a3. Do you have enough labor to produce more?  a.Yes, b. No 
           □a4.If no., Why? a. Do not have time.  b. Do not have enough raw rattan.   c. Do not have enough labor.	  
             d. Other problems                             
□2.Do you continue RH business for years to come?  a. Yes b. No Why? (          )   
□3.Is there any problem to continue RH business?  a. Yes b. No 
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付録3	 アレクスヴァイ村アンケート表 
The 5th Rattan Handicraft Village Survey 
 in Siem Reap, Cambodia 
17th and 18th,December, 2016 
Chie MORI 
Questionnaire 
Survey area :	 Areak Svay village, Siem Reap, Cambodia 
Questionnaire Number: (     ) 
Date(     /        /        ) 
Interviewer(               ) 
Interviewee(               ) 
 
I. General information of interviewee 
□1. Sex 
    a. Male b. Female 
□2. Age (     ) 
□3. Number of family member(        person)    
□4. Family member structure (Please check the box and write down the number of family member who 
are living together in your house) 
   □Your husband □Your wife  □Your son(  ) □Your daughter(  ) □Your brother(  )   
   □Your sister(  )  □Your father □Your Mother □Your grand father 
   □Your Grand mother □Others(              /who?          /How many?) 
5.Level of Education of the interviewee: 
  a. Illiterate.  b. Read & Write.  c. Primary. d. Middle.  e. High.   f. University. 
 
Ⅱ. NGO support 
1.The name of the NGO you get support from(               ) 
2.What kind of support do you get from the NGO? (Multiple answers allowed) 
  a. Skill training b. Marketing lesson c. Design Lesson d. Donation e. Roan 
  f. Raw material g. Production tool h. Sales route i. Others(               )       
  
3.When did you start to receive the support from NGO? 
   Since (        /month) of(         /year) 
4.How long did you take skill training and design lesson from NGO(total)? 
(     hours a day)×(          days a week)×(      weeks) 
5. How much do you get financial support from NGO? (□Monthly □Yearly)           
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(       □Riel□USD/per month)×（□Donation □roan） 
6. How long did you take marketing lesson from NGO? 
(     hours a day)×(          days a week)×(      weeks) 
 
Ⅲ. RH skills and experience 
1.When did you start to produce and sell RH?  Age(   )    
2.Number of types of products you can make now(     ) 
3.What types of RH you can make? 
  a. Big basket b. Small basket c. Tissue case d. Coaster e. Basket with handle 
  f. Plate g. Tray h. Penholder i. Bag j. Others(                       ) 
4.Number of types of products you could make before the support(       ) 
5.What types of RH you could make before the support? 
  a. Big basket b. Small basket c. Tissue case d. Coaster e. Basket with handle 
  f. Plate g. Tray h. Penholder i. Bag j. Others(                       ) 
6. Minimum & Maximum value of RH products (Before Support): 
a. Cheapest type of product(          ) 
   a1. Price ($     )   
   a2. How many hours do you spend for this item?(          hours) 
b. Most expensive type of product(          ) 
   b1. Price ($     ) 
   b2. How many hours do you spend for this item? (          hours)  
7. Minimum & Maximum value of RH products(After Support): 
   □a. Cheapest type of product(          ) 
   a1. Price ($     )   
   a2. How many hours do you spend for this item?(          hours) 
b. Most expensive type of product(          ) 
   b1. Price ($     )   
   b2. How many hours do you spend for this item? (          hours) 
8.Do your products get more expensive after you got the support? 
  a. Yes.   b. No. 
9.How many products do you produce a day? 
   Big basket(    ) Small basket(    ) Tissue case(     ) Basket with handle(    ) 
   Plate(      ) Tray(     ) Pen holder(      ) Bag(     )Coaster(       ) 
   Others (     ) 
10.Can you make faster than before you get training? 
  a. Yes.   b. No. 
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Ⅳ. Selling Skills and Market knowledge 
1. Do you know how much are your products sold in the Market?  
  a. Yes.   b. No. 
2. Did you know how much are your products sold in the Market before the support?  
  a. Yes.   b. No. 
3.Who do you sell to your products? (multiple answers allowed) 
  a. Middleman b. Domestic company c. International company e. Tourist f. local people 
  b. Market of city center e. local market f. local NGO g. international NGO 
  h.Others(                                        ) 
 ※Organization name(                       ) 
4. Who decide the price of your product?	 (Multiple answers allowed) 
  a. Yourself b. Middleman c. Domestic company d. International company  
   e. Tourist f. local     people	 g. Market of city center h. local market  
   i. Local NGO j. international NGO k. Others (           ) 
5.If you answered a (yourself), how do you decide the price of products? 
  a. Time of making b. Cost of making c. Quality d. Design e. Size of Product  
  f. Others(                           ) 
6.Do you negotiate when you selling your products? 
  a. Yes.   b. No. 
7. If your answer is yes, what do you negotiate for? 
    a. Quantity of the order b. Price of products c. Deadline of the order  
    e. Others(                     ) 
 
Ⅴ. Working Conditions 
1. How long do you work for producing RH on average?  
   (     hours a day)×(          days a week) 
2. Does the working hour is changing everyday?  
  a. Yes.   b. No. 
3. How long was the longest working hours for producing RH in last one month? 
  (     hours a day) 
4. How long was the shortest working hours for producing RH in last one month? 
  (     hours a day) 
5. Where do you mainly producing RH after NGO support?  
  a. Own house b. Workshop in the village c. Workshop outside the village  
  d. Others(            ) 
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6. Where did you mainly producing RH before NGO support?  
  a. Own house b. Workshop in the village c. Workshop outside the village  
  d. Others(            ) 
7.Can you decide your own production pace? 
  a. Yes.   b. No. 
8.Which months do you produce RH?  
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
9. Which month is the busiest for producing RH? 
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
10.Which months do you work for farming?  
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
11. Which month is the busiest for farming? 
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
12. Which months do you work for another job?  
  Your occupation(           ) 
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
13. Which month is the busiest for another job? 
  (1□	 2□ 3□ 4□ 5□ 6□ 7□ 8□ 9□ 10□ 11□ 12□) 
14. How do you get the raw materials? 
a. Buy b. Cut and carry by myself c. Growing d. Others(       ) 
15.If you answered a.buy, Who do you get raw materials from?  
    a. Middleman b. Market c. Village head d. Farmer e. NGO f. Others(         ) 
16.How often do you get the raw materials? 
  (        times/month)(           times/year) 
17.How much do you spend for get raw rattans? ($            /month)  
	 ＊includes costs for purchase, cutting and transportation. 
18. If you answered b, on Question 14,  
    a. Required hours for cutting rattan and carrying rattan: (     ) 
    b. Required number of people for cutting and carrying rattan: (     ) 
    c. Estimated distance to rattan bush: (            km) 
    e. Place for cutting raw rattan 
    (              province,            commune,                 village) 
19. Is the cost for RH is changed after the support? 
  a. Increased b. Decreased c. Not changed too much 
24. Are you satisfied with order quantity now? 
□Order quantity is too many □Order quantity is too little □Order quantity is just enough 
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25.Were you satisfied with order quantity before the support? 
□Order quantity was too many □Order quantity was too little  
□Order quantity was just enough 
 
 
Ⅵ. Income and Expenditure 
1.Family Income structure 
 
2.Do you own a land for cultivation? 
 Own land(         ㎡)	   
 Rental land(        ㎡)   rental fee(         □Riel□USD/per year) 
3.How much is the total income from the farming? 
  (         □Riel□USD/per year) 
4.Is your income from farming changed compare to before support? 
  a. Increased b. Decreased c. Not changed too much 
4. How much is the yearly income from farming? 
   (         □Riel□USD/per year) 
6.How much is the yearly income from the livestock? 
   (         □Riel□USD/per year) 
4.Is your income from livestock changed compare to before support? 
  a. Increased b. Decreased c. Not changed too much 
7.Total Income from RH production (                 □Riel □USD/monthly) 
8. What amount of income from RH do you need in one month? 
(                 □Riel □USD/monthly) 
9.What amount of family income do you think is enough for you to make living? 
    (                 □Riel □USD/month)   
10.Are you satisfied with your family income now? 
a. Yes b. No 
11.Were you satisfied with your family income before the support? 
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  a. Yes.   b. No 
12.Are you satisfied with your RH income now? 
a. Yes b. No 
13.Were you satisfied with your RH income before the support? 
a. Yes.   b. No 
Ⅶ changes of living after NGO support 
1. Are you satisfied with the prices of products now? 
a. Yes.   b. No. 
2. Were you satisfied with the prices of products before the support? 
  a. Yes.   b. No. 
3.What kind of changes in your daily life happened after you get the support from NGO? 
  a. Your food consumption is changed (□better/ □worse) 
  b. Your house is changed (□better/ □worse)   
  c. Your clothes consumption is changed (□better/ □worse) 
  d. Your children’s education is changed (□better/ □worse)  
  e. Your health care opportunity is changed (□better/ □worse) 
  f. Your other consumption is changed (□better/ □worse) 
    Ex)( bought a new motor bike, bought a TV………) 
  g. Others(                                                          ) 
4.Do you think the NGO support changed your living situation better? 
   a. Yes.   b. No 
5. Do you think the NGO support changed your working condition of RH production better? 
  a. Yes.   b. No 
6.Do you have any problem for producing RH? 
  a. Yes.   b. No 
7.If you answered yes, What kind of problems do you have? 
 (                                         ) 
8.Would you like to continue to take the support from NGO from now on too?  
 a. Yes.   b. No 
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貧困の強度(A)= (!.!!/!"•!)!(!.!"/!"•!)!(!.!!/!"•!)(!!!!!) = 0.5625 
 
(平均的な貧困者は、加重指数の56%を奪われている) 
 
MPI=H•A=0.450 
 
 
 
 
 
